













































ls設にお国， 2B 0に20毘.38 Jlに訪問試技を行った。
運動平衡保持法の学営効巣は1um と3 民自の議，~定結来を比
較することで検3ました。遂動検討ji関飽は反後期間前後に灘
定し，さらに，残存効果を瀦べるために1週間後にも縦走
した。{結操}運動平穏保持法では，絶対誤差， 1st緩動揺，
変動該護共;こ18ほと38!3で有3まなi向上を示した。運動検
出関lif:H立膝関節60"怒illJf立から手t1援方向への条件のみが反
復期間後で宥窓なi向上を示した桔しかしながら残存効来は
認められなかった。 [:考察}遂勤王子衝銘持法の成綴が有意
な[5'J_1::を示したことから，学習効梁があったことが涼竣さ
れたむ送態~1子{持保持法の学習効果に伴って，穣関務60" 組
曲{立から手1展方向への遼動検出様穫のみが反後期鴇後で有
窓なi向上;を示したことから，運動平街保持?去の反後による
学習究u:来が及iました影響には競慾依存牲があったと考え
られた。つまり，運動平穏保持法の試投開始、段位が務自星第
60"滋樹伎であったこと，さらに，対象者が受動抵抗との
釣り合いを保つために発擁した刀の方向が燦路銘搾幾方向
であったことが影響したのではないかと考えられた。残存
効果が認められなかったことから，ヰ:義Jf~で認められた滋
動党の向上は一過性であったと誰察する岱
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